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令和 6 年 4 月２６日 

国土交通省関東地方整備局 

東京国道事務所、相武国道事務所、首都国道事務所、川崎国道事務所、大宮国道事務所、東京外かく環状国道事務所 

 

令和６年度関東地方整備局（東京都内）道路関係予算の概要について 

 東京国道事務所、相武国道事務所、首都国道事務所、川崎国道事務所、大宮国道事務所、

東京外かく環状国道事務所では、東京都内の直轄国道等の整備（改築事業、交通安全事業、

電線共同溝事業、共同溝事業）および維持管理を実施しております。 

令和６年度は、6 事務所計約５２０億円（維持管理費、調査費等を除く）で事業を推進します。 

主な事業 

 ○改築事業 

東京外かく環状道路（関越～東名）【東京外かく環状国道事務所】 

  国道 357 号 東京湾岸道路（東京都区間）【川崎国道事務所】 

国道 14 号 両国拡幅【東京国道事務所】 

国道 15 号 品川駅西口基盤整備【東京国道事務所】 

国道 20 号 八王子南バイパス【相武国道事務所】 

  国道 246 号 渋谷駅周辺整備【東京国道事務所】 

○交通安全事業 

国道 254 号 板橋中央陸橋交差点改良＜R6 工事着手＞【東京国道事務所】 

○電線共同溝事業 

国道 15 号 南品川電線共同溝【東京国道事務所】 

○共同溝事業 

国道 20 号 調布（２）共同溝【相武国道事務所】 

他の事業等詳細については次ページ以降参照 

＜発表記者クラブ＞竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、都庁記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 国土交通省 関東地方整備局 

東京国道事務所 電話：０３－３５１２－９０９０（代表）        メール：ktr-toukoku-press@mlit.go.jp 

副所長       荒井 昭人（あらい あきひと） （内線：２０５） 

相武国道事務所 電話：０４２－６４３－２００１（代表）        メール：ktr-sobu16-home_page@mlit.go.jp 

副所長       今村 忠彦（いまむら ただひこ）（内線：２０４） 

首都国道事務所 電話：０４７－３６２－４１１１（代表）         メール：ktr-shutokoku@mlit.go.jp 

副所長（広報担当） 小田桐 潔（おだぎり きよし） （内線：２０５） 

川崎国道事務所 電話：０４４－８８８－６４１１（代表）         メール：ktr-kawaka60@mlit.go.jp 

副所長       小島 喜一（おじま きいち）   （内線：２０５） 

大宮国道事務所 電話：０４８－６６９－１２００（代表）         メール：ktr-oomiya-koho01@mlit.go.jp 

副所長（広報担当） 大嶋 精一（おおしま せいいち）（内線：２０４） 

東京外かく環状国道事務所 電話：０３－３７０７－３０００（代表）メール：ktr-gaikan@mlit.go.jp 

副所長（広報担当） 中澤 一信（なかざわ かずのぶ）（内線：２０５） 
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⑫ 国道２０号 八王子南バイパス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

⑬ 国道２０号 日野バイパス（延伸） ・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

⑭ 国道２０号 日野バイパス（延伸）Ⅱ期 ・・・・・・・・・・・・・・１８ 

⑮ 国道２４６号 渋谷駅周辺整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

＜交通安全事業＞ 

⑯ 国道２５４号 板橋中央陸橋交差点改良 ・・・・・・・・・・・・・・２０ 

＜電線共同溝事業＞ 

⑰ 国道１５号 南品川電線共同溝 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

＜共同溝事業＞ 

⑱ 国道２０号 調布（２）共同溝 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

＜維持管理、その他＞ 

⑲ 維持管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

⑳ 維持管理（道路美化活動）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

㉑ 維持管理（長寿命化対策）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ 

㉒ 震災対策への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 

㉓ ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）による被災地支援 ・・・・・２８ 
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令和６年度 主な東京都内直轄事業予算総括表 
令和６年度の主な東京都内直轄事業の事業別内訳は以下のとおりです。 

 

（単位：百万円）

東京国道 相武国道 首都国道 川崎国道 大宮国道
東京外かく

環状国道
合計

　改築事業 48,224

東京外かく環状道路（関越～東名） 20,000 20,000

国道357号 東京湾岸道路（東京都区間） 3,000 3,000

国道1号 虎ノ門地下歩道 200 200

国道4号
日本橋地下歩道

（日本橋地区都市再生事業）
253 253

国道6号 新宿拡幅 400 400

国道14号 両国拡幅 1,000 1,000

国道14号 亀戸小松川立体 630 630

国道15号 品川駅西口基盤整備 8,580 8,580

国道15号 蒲田駅周辺整備 300 300

国道16号 八王子～瑞穂拡幅 40 40

国道16号 保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期） 250 250

国道17号 新大宮バイパス 100 100

国道20号
バスタ新宿

（新宿駅南口地区基盤整備）
100 100

国道20号 八王子南バイパス 8,870 8,870

国道20号 日野バイパス（延伸） 400 400

国道20号 日野バイパス（延伸）Ⅱ期 770 770

国道246号 渋谷駅周辺整備 3,177 3,177

国道254号 小日向拡幅 20 20

国道1号他 環境対策 134 134

　交通安全事業（Ⅰ種） 660

国道254号 板橋中央陸橋交差点改良　他 650 10 660

　交通安全事業（Ⅱ種） 891

国道1号他 防護柵、区画線、ＣＣＴＶ　等 891

　電線共同溝事業 1,534

国道15号 南品川電線共同溝　他 950 584 1,534

　共同溝 725

国道20号 調布（２）共同溝　他 225 500 725

　　合　計 15,289 11,174 1,030 3,550 100 20,000 52,034

事　業　費

事　業　名

※上記の他、維持管理費、調査費等がある。 
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１．事業の概要 

東京外かく環状道路（関越～東名）は、東京の中心から半径約１５ｋｍ地域を結ぶ

延長約８５ｋｍの環状道路のうち、東京都市圏の都心方向に集中する交通を適切に分

散、導入し、東京都市圏の均衡ある道路網体系を確立する関越道から東名高速までの

延長約１６ｋｍの事業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、用地買収、区分地上権設定、トンネル工事及び改良工事を実施する予定

です。 

 

 

 

 

 

 

  

 

① 東京外かく環状道路（関越～東名） 

R６年度事業費：200.0 億円 

東京外かく環状国道事務所 

《工事状況》 

 

東名 JCT A ランプシールドトンネルの工事状況 

 

 

《位置図》 

 

東
京
外
か
く
環
状
道
路 

（
関
越
～
東
名
） 
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１．事業の概要 

国道３５７号東京湾岸道路は、東京湾に面する千葉・東京・神奈川の各都市を結ぶ

延長約８０ｋｍの幹線道路であり、都市内の交通渋滞緩和、空港や湾岸地域の物流拠

点とのアクセス向上など、物流の効率化を図る事業です。東京港トンネルの西行き

（海側）は平成２８年に、東行き（内陸側）は令和元年６月に開通しました。 

引き続き、交差点の立体化や多摩川トンネルの整備を進めていきます。 

 

２．令和６年度の予定 

（１）辰巳・東雲・有明立体 

調査設計、辰巳地区・有明地区の橋梁下部工事及び改良工事を実施し、有明地区で

は橋梁上部工事に着手する予定です。 

（２）多摩川トンネル 

調査設計、羽田地区において改良工事を実施する予定です。 

 

  

 

② 国道３５７号 東京湾岸道路（東京都区間） 

R６年度事業費：30.0 億円 

川崎国道事務所 

①多摩川トンネル予定地付近（令和 6 年１月撮影） ②有明立体予定地付近（令和 6 年２月撮影） 

東京港トンネル 

お
お
た
く 

は
ね
だ
く
う
こ
う 

首都高速湾岸線 

至 横浜 

至 千葉 

至 千葉 

至 横浜 

川崎浮島 JCT 

多摩川トンネル 

整備予定箇所 

① 

② 
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１．事業の概要 

日本橋地区都市再生事業は、国道４号の日本橋地区における、歩行者動線の確保や

民間施設との一体化、地下鉄駅との連続性による回遊性の向上、新たな歩行空間の創

出など、日本橋地区の都市再生に資する地下歩道整備事業です。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、地下歩道改修工事を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26.1.31供用 

地下歩道写真COREDO室町テラス前

 

③ 国道４号 日本橋地下歩道（日本橋地区都市再生事業） 

R６年度事業費：2.5 億円 

東京国道事務所 

開通済 

事業中 
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１．事業の概要 

国道６号新宿拡幅は、葛飾区新宿２丁目から葛飾区金町６丁目における、主要交差

点・鉄道踏切を起因とする交通渋滞の緩和と沿道周辺の都市機能の改善を図るための

拡幅・立体事業です。 

新宿拡幅（延長２．１ｋｍ）のうち、金町地区（延長１．２ｋｍ）は、平成７年度

に完成しており、現在、新宿地区（延長０．９ｋｍ）の６車線化の拡幅整備を進めて

います。 

 

２．令和６年度の予定 

新宿地区の調査設計、用地買収、改良工事を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川大橋東交差点付近 

 

④ 国道６号 新宿拡幅 

R６年度事業費：4.0 億円 

首都国道事務所 

新宿地区 延長0.9km

事業中

至 水戸 

至 日本橋 
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１．事業の概要 

両国拡幅は、交通混雑の緩和、交通安全の確保、大規模地震時の緊急輸送道路の確

保を目的とした中央区東日本橋２丁目から墨田区緑４丁目までの延長１．９ｋｍの現

道拡幅事業です。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、用地買収、環境整備を実施する予定です。 

 

 

【現況断面】 

 

 

 

【計画断面】 

 

 

 

 

 

 

 

※計画断面については、今後の関係機関協議等により 
変更する可能性があります。 

 

⑤ 国道１４号 両国拡幅 

R６年度事業費：10.0 億円 

東京国道事務所 

事業中 

緑一丁目交差点（完成後） 

（都心から郊外側を望む） 
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⑥ 国道１４号 亀戸小松川立体 

R６年度事業費：6.3 億円 

 

 

 

 

１．事業の概要 

国道１４号亀戸小松川立体は、東京都江東区亀戸９丁目から江戸川区大杉１丁目ま

での交通混雑の緩和、交通安全の確保、沿道環境の改善を図るための現道拡幅・連続

立体事業です。 

亀戸小松川立体（延長２．５ｋｍ）のうち、江戸川区松島１丁目から江戸川区大杉

１丁目の小松川地区（延長１．２ｋｍ）の６車線化の拡幅整備を進めています。 

 

２．令和６年度の予定 

小松川地区の調査設計、用地買収、改良工事、境川橋の撤去工事を実施する予定で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東小松川交差点付近 

首都国道事務所 

至船堀

至千葉

至日本橋

至葛西沖

亀戸小松川立体

延長２．５km

小松川橋

え
ど
が
わ

お
お
す
ぎ

江
戸
川
区
大
杉
一
丁
目

え
ど
が
わ

ま
つ
し
ま

江
戸
川
区
松
島
一
丁
目

こ
う
と
う

か
め
い
ど

江
東
区
亀
戸
九
丁
目

小松川地区 延長１．２km

え
ど
が
わ

江
戸
川
区

ち
ゅ
う
お
う

中
央
一
丁
目

今後５か年程度
暫定開通予定

延長０．５km ※1

事業中

至
千
葉

※１ 令和3年4月27日記者発表「防災・減災 国土強靱化に向けた道路の5か年対策プログラム」における新たな開通見通しの公表内容

(起) (終)

至 日本橋 

至 千 葉 



 11 / 28 

乗降場 

至 日本橋 

至 横浜 

西口地区 

（３丁目地区） 

JR・京急品川駅 

（北側） 

交通広場建屋 

 

 

 

 

１．事業の概要 

国道１５号品川駅西口基盤整備については、道・駅・まちが一体となった都市基盤

の整備を進め、多様なモビリティのシームレスな乗換を可能とする人が主役の都市交

通ターミナルを目指し、自動車交通の円滑化や歩行者の利便性を向上するため、国道

１５号を拡幅し、駅前広場や国道上空にデッキの整備を行う事業です。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、用地買収などを実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 国道１５号 品川駅西口基盤整備 

R６年度事業費：85.8 億円 

東京国道事務所 

断面図（計画幅員） 

国道上空デッキ整備イメージ 品川周辺開発の位置図 

至

日
本
橋

至

横
浜

屋根乗降場
屋根

西口地区
（C地区）

西口地区
（A地区）

交通広場
建屋

屋根

国道上空デッキの範囲

中
央

自
由
通
路

南
側

自
由
通
路

北
側

自
由
通
路

JR・京急品川駅
（南側）

JR・京急品川駅
（北側）

西口地区
（４丁目地区）

至

横
浜

柘榴坂

西口地区
（４丁目地区）西口地区

（A地区）

至

日
本
橋

西口地区
（C地区）

JR・京急品川駅
（北側）

JR・京急品川駅
（南側）

複合ターミナル
（今後の開発計画を踏まえて検討）

地区内道路

N

歩行空間

１階（国道１５号）

２階（デッキレベル）

N

一般車

バス

タクシー シェア
サイクル等

バス
シェア

サイクル等

タクシー

シェア
サイクル等

（交通広場デッキ）

官民連携で整備
民間で整備

公共で整備

施設配置計画と官民の事業区分 
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１．事業の概要 

国道１５号蒲田駅周辺整備は、国道１５号と環状８号が交差する南蒲田交差点を、

京浜急行連続立体交差事業と併せて立体化し、総合的な渋滞対策及び沿道環境の改

善、交通結節点の機能強化を図る事業であり、南蒲田交差点の立体交差化は平成２４

年に、京急蒲田駅東口駅前広場と駅を結ぶ歩道橋は平成２７年に完成しています。 

引き続き、側道整備、橋梁の整備を進めていきます。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、蒲田地区改良工事を実施する予定です。 

 

 

  

 

⑧ 国道１５号 蒲田駅周辺整備 

R６年度事業費：3.0 億円 

川崎国道事務所 

①南蒲田交差点付近 

  橋

           整備

至 横浜

①

②

H24年度
立体部開通

凡例

事業中

(起)(終)

川崎方面 

品川方面 

②夫婦橋の現況（令和 6 年３月撮影） 

品川方面 

川崎方面 
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１．事業の概要 

国道１６号八王子～瑞穂拡幅は、八王子市、昭島市、福生市、羽村市、西多摩郡瑞

穂町の交通混雑の緩和と交通安全の確保を目的とした八王子市左入町から瑞穂町二本

木までの延長１４．６ｋｍの現道拡幅事業です。 

平成２９年度に、昭島市拝島町から福生市熊川

までの松原地区約１．７ｋｍについて６車線化が

完了したことにより、平面拡幅事業が概成しまし

た。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計を実施する予定です。 

 

  

 

⑨ 国道１６号 八王子～瑞穂拡幅 

R６年度事業費：0.4 億円 

相武国道事務所 

松原
まつばら

地区 拡幅後航空写真 

（令和５年３月撮影） 

松原
まつばら

地区 拡幅前航空写真 

（平成 19 年 3 月撮影） 

至 川越 

至 相模原 

緑街 入口交差点 

武蔵野橋 

小荷 交差点 

至 川越 

緑街 入口交差点 

武蔵野橋 

小荷 交差点 

至 相模原 
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１．事業の概要 

国道１６号保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）は、国道１６号が国道２４６号と交差する東

名入口交差点付近を立体化し、東名高速や横浜新道等の幹線道路との連絡強化、交通

渋滞緩和、沿道環境の改善を図る等、円滑な道路交通網の形成を目的とした事業であ

り、立体本線部は平成２８年に、東名横浜町田 IC から本線立体部に繋がるランプ部

は平成３１年に開通しました。 

引き続き、一般部の整備を進めていきます。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、町田地区舗装工事を実施する予定です。 

 

  

 

⑩ 国道１６号 保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期） 

R６年度事業費：2.5 億円 

川崎国道事務所 

① 

平成 28年 4月 24日 本線部開通 
平成 31 年 3 月 16 日 ランプ部開通 

①町田市南町田付近 標準横断図 

本線立体部 
（保土ヶ谷バイパス（Ⅱ期）） 
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１．事業の概要 

新大宮バイパスは、国道１７号の交通混雑の緩和を目的とした、東京都練馬区北町

（北町 IC）から埼玉県さいたま市北区吉野町までの延長２３．２km のバイパス事業

です。 

 

２．令和６年度の予定 

下赤塚高架橋下部工事を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 国道１７号 新大宮バイパス 

R６年度事業費：1.0 億円 

大宮国道事務所 

【練馬
ね り ま

区北町
きたまち

付近】 

（令和 5 年 11 月撮影） 

至 大宮 

北町 IC 

放
射
第 

 

号
線 

新
大
宮
バ
イ
パ
ス 

35 

凡 例

：開通
：事業中
：首都高速
：高速道路
：国道
：県道等

■標準断面図 

自動車専用道路部

車道車道歩
道

歩
道

42.5

10.5 3.53.5 10.5

単位：m 

車道車道

側
道

側
道

歩
道

歩
道

37.0

9.09.04.03.0 4.0 3.0

4 車線区間 

6 車線区間 

下赤塚高架橋下部工

H3年
開通済（6車線）
延長1.5km

H6年
開通済（2車線）
延長2.3km

国道１７号 新大宮バイパス 延長23.2km

S54年
開通済（6車線）
延長19.4km

大宮

与野本町 南与野
朝霞蕨線

環
状
八
号
線

戸田市

さいたま市

板橋区

彩湖

練馬区

延長2.3km延長19.4km

与野ＪＣＴ
（仮称）

高速埼玉大宮線

美女木ＪＣＴ

埼玉県

鴨川

芝川

田島団地

県庁

至

高
崎

放射第35号線

北町IC

上尾市 宮前ＩＣ 町谷立体
与野大宮立体

三橋立体

練
馬
区
北
町
地
先

ね
り
ま

き
た
ま
ち

板
橋
区
新
河
岸
地
先

い
た
ば
し

し
ん
が
し

板
橋
区
赤
塚
地
先

い
た
ば
し

あ
か
つ
か

さ
い
た
ま
市

北
区
吉
野
町
地
先

き
た

よ
し
の
ち
ょ
う

東京都

延長1.5km

都県境

至

東
京
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１．事業の概要 

国道２０号八王子南バイパスは、八王子市域の交通混雑の緩和と交通安全の確保と

ともに、圏央道の高尾山ＩＣと接続し、圏央道のアクセス道路として、行動範囲の拡

大、移動時間の短縮を図る八王子市北野町から同市南浅川町までの延長９．６ｋｍの

バイパス事業です。 

これまでに、町田街道（八王子市館町）か

ら国道２０号（八王子市南浅川町）までの約

２．６ｋｍが４車線で開通。また、八王子市

大船寺田地区の約０．３ｋｍが暫定２車線で

開通しており、現在、国道１６号（八王子市

北野町）から町田街道（八王子市館町）まで

の約７．０ｋｍで事業を推進しています。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、用地買収、改良工、橋梁上下部工、トンネル工を実施する予定です。 

 

  

 

⑫ 国道２０号 八王子南バイパス 

R６年度事業費：88.7 億円 

相武国道事務所 

① 
② 

八
王
子
市
館
町 

延長:2.6㎞ 

平成 22年度開通区間 

今後５か年程度 

八王子市大船町～館町 

開通予定※ 

大船寺田地区 
平成27年3月27日 

暫定２車線開通 

※：令和３ 年度に 策定さ れた防 災・減 災、国 土強靱 化に  

向 けた道 路の５ か年対 策プロ グラム で公表  

八
王
子
市
大
船
町 

延長:0.3㎞ 

延長:2.5㎞ 

至 甲府 

至 新宿 至 甲府 

至 新宿 

①寺田
て ら だ

地区改良工 寺田
て ら だ

地区から甲府
こ う ふ

方向を望む 

    （令和 6 年 3 月撮影） 

②大船
おおふね

寺田
て ら だ

地区側道橋 寺田
て ら だ

地区から新 宿
しんじゅく

方向望む 

（令和 6 年 3 月撮影） 
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１．事業の概要 

国道２０号日野バイパス（延伸）は、国道２

０号（甲州街道）や、並行する北野街道等の交

通混雑の緩和と交通事故の減少に伴う地域の安

全性の向上を目的とした、日野市川辺堀之内か

ら同市西平山三丁目までの延長３．８ｋｍのバ

イパス事業です。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、用地買収、改良工を実施する予定です。 

 

  

 

⑬ 国道２０号 日野バイパス（延伸） 

R６年度事業費：4.0 億円 

相武国道事務所 

① 東豊田
ひがしとよ だ

地区から甲府
こ う ふ

方向を望む 

（令和６年 3 月撮影） 

至 甲府 

至 新宿 

②川辺
か わ べ

堀之内
ほ り の う ち

地区改良工 川辺
か わ べ

堀之内
ほ り の う ち

地区から甲府
こ う ふ

方向を望む 

（令和 6 年 3 月撮影） 

車 部 歩 部 

① 

② 
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１．事業の概要 

国道２０号日野バイパス（延伸）Ⅱ期は、

国道２０号（甲州街道）や、並行する北野街

道等の交通混雑の緩和と交通事故の減少に伴

う地域の安全性の向上を目的とした、日野市

西平山三丁目から八王子市北野町までの延長

１．５ｋｍのバイパス事業です。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、用地買収を実施する予定です。 

 

  

 

⑭ 国道２０号 日野バイパス（延伸）Ⅱ期 

R６年度事業費：7.7 億円 

相武国道事務所 

① 

② 

② 北野
き た の

公園前交差点から新宿
しんじゅく

方向を望む 

（令和６年 3 月撮影） 

① 北野
き た の

橋南交差点から新宿
しんじゅく

方向を望む 

（令和６年 3 月撮影） 
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１．事業の概要 

国道２４６号渋谷駅周辺整備は、地下歩道・歩道橋（デッキ）の整備及び国道２

４６号の拡幅により、公共交通機関への乗り継ぎ利便性の向上や道路空間のバリアフ

リー化とともに、交通渋滞の緩和等を図る交通結節点事業です。 

 

２．令和６年度の予定 

調査設計、地下歩道工事、改良工事を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

⑮ 国道２４６号 渋谷駅周辺整備 

R６年度事業費：31.8 億円 

※将来イメージ図であり、整備内容は今後変更する可能性があります。 

（H31 年 3 月 26 日供用） 

（R2 年 7 月 31 日供用） 

東京国道事務所 
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１．事業の概要 

安全・安心な道路空間づくりの取り組みとして、死傷事故が多く発生している等の

事故多発箇所、地域の声に基づく事故の危険性が高い区間等において、集中的な交通

事故対策を行うほか、高齢者や障害者の方々の移動、安全性の向上を促進するため、

バリアフリー化を進めています。 

 

２．令和６年度の予定（主な事業箇所） 

板橋中央陸橋交差点改良（R６事業費：1.2 億円） 

当該箇所は、近隣に駅や小学校があり、環状７号線及び区道が交わる交差点です。

現地は自転車の通行量が多く、自動車の右左折時に自転車が絡む事故等が多発してい

る状況です。 

そのため、区道の取り付け位置の見直しや交差点形状の変更により、交通事故の低

減を図ることを目的に、調査設計及び工事を実施する予定です。
 

 ■位置図          ■対策平面図 
 

  

■写真 

 

 

 

 

 

 
 

３．令和６年度の予定（主な事業箇所以外） 

・国道２０号  明大前歩道橋改修    ：調査設計及び工事を実施する予定です。 

・国道２０号  下石原交差点改良    ：調査設計を実施する予定です。 

・国道２５４号 池袋六ツ又陸橋交差点改良：調査設計及び工事を実施する予定です。 

・国道３５７号 京浜大橋周辺改良    ：調査設計及び工事を実施する予定です。

 

交通安全事業（Ⅰ種） 

R６年度事業費：6.6 億円 

東京国道事務所 

相武国道事務所 

※地理院地図（国土地理院）を加工して作成 

上板橋小学校 

板橋区 

至 本郷 

至 川越 

事業箇所 

写真 

環状 7号線 
（都道 318 号） 

②交差点形状の変更 

・巻き込み部の改良 

・横断歩道の前出し 

・停止線の前出し 
①区道の取り付け 

位置の見直し 

至 川越 

至 本郷 
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１．事業の概要 

電線共同溝は、電力線、通信線等をまとめて歩道などの下に収容する施設です。電 

線共同溝の整備により、無電柱化が図られ、大規模災害（地震、竜巻、台風等）が起 

きた際に、電柱等が倒壊することによる道路の寸断防止や、通行空間の安全性・快適 

性を確保するとともに、良好な景観を形成します。 

 

２．令和６年度の予定（主な事業箇所） 

国道１５号 南品川電線共同溝（R６事業費：4.4 億円） 

調査設計、支障物移設及び本体工事を実施する予定です。 

 

 

 ■電線共同溝の整備事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道１号 港区東麻布１丁目 

 
 

３．令和６年度の予定（主な事業箇所以外） 

・国道１６号 むさし野電線共同溝 ：工事を実施する予定です。 

・国道１７号 白山電線共同溝   ：調査設計、支障物移設及び工事を実施する予定です。 

・国道２０号 仙川・国領電線共同溝：調査設計、支障物移設及び工事を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

電線共同溝事業 

R６年度事業費：15.3 億円 

整備後 整備前 

東京国道事務所 

相武国道事務所 
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１．事業の概要 

共同溝は、道路（車道）の下に通信、電気、ガス、上下水道などのライフラインを

まとめて収容し、道路の掘り返しに伴う渋滞発生を解消するとともに、災害時におけ

るライフラインの安全性を確保するための施設です。現在、都心から放射方向への共

同溝の整備を行うことで、共同溝のネットワーク化を進めています。 

 

２．令和６年度の予定（主な事業箇所） 

国道２０号 調布（２）共同溝（R６事業費：5.0 億円） 

   調査設計及び工事を実施する予定です。 

 

 

■共同溝の整備イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．令和６年度の予定（主な事業箇所以外） 

・国道２０号  上北沢給田共同溝  ：工事を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同溝事業 

R６年度事業費：7.3 億円 

東京国道事務所 

相武国道事務所 
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１．国道の維持管理 

道路を利用される方々に安全で円滑な道路交通を確保することを心がけ、適切な管

理水準による効率的な維持管理を行います。 

維持管理では、道路巡回パトロールや清掃・路面補修・緑地管理・災害時の応急復

旧などを行っており、年間を通じた維持管理の状況を把握し、維持管理コスト縮減の

工夫に努めていくとともに、一般交通に支障をきたさないように道路を常時良好な状

態に保つため、適切な道路管理を行ってまいります。 

 

※管理路線：東京都内の  1 、4 、6 、14 、15 、16 、17 、20 、246 、254 、

298 ､357  

※管理延長：約 241.2ｋｍ 

※適切かつ効率的な 路管理を実施するために別途「 路維持管理計画書」を定めており、東京  事

務所、相武  事務所、首都  事務所のホームページで確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風、集中豪雨、異常時の巡回や緊急処理を推進し、交通の安全確保を行います。 

降雪時の凍結防止剤の散布や除雪作業を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理 

 

東京国道事務所 

相武国道事務所 

巡  回 

（落下物回収） 

緑地管理 

（除草） 
路面補修 

災害時の応急復旧（冠水処理） 除雪作業（国道 246 号世田谷区瀬田） 

首都国道事務所 
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【道路美化活動】  

○快適な「みちづくり」を進めるため、地元地域・ボランティア団体・民間企業の方々

のご協力を得ながら、道路の美化や清掃を行い、皆さまと共に快適な「みちづくり」

を進める様々な道路美化活動の取り組みを実施してまいります。 

 （※令和６年度の実施については、現在検討中です） 

 

１．ボランティア・サポート・プログラム 

「道路を慈しみ、住んでいる地域をキレイにしたい」という自然な気持ちを形ある

ものにしようと考え出されたものが「ボランティア・サポート・プログラム」です。

ボランティア活動をされている実施団体に対して清掃用具等の支給、サインボードの

設置等を支援させていただいており、様々な団体及び関係者の方々と共に道路清掃を

行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域の方々との道路美化活動 

 地域の方々のご協力を頂き、様々な道路美化活動を行っております。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理（道路美化活動） 

 

東京国道事務所 

相武国道事務所 

「NPO 法人はな街道」 「国道 20 号日野バイパス」 

日本橋橋洗いを実施 国道 20 号 



 25 / 28 

 

 

 

 

○橋梁の補修 

東京国道管内及び相武国道管内における橋梁の老朽化(建設後５０年以上経過)は、現在

４割ほどですが、１０年後には約６割、２０年後には約８割となり老朽化が急速に進行す

ることとなります。そこで、個々の橋梁を定期点検により状況を把握し、重大な損傷に至

る前に計画的に補修することで長寿命化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

また、臨海部等の重交通を担う路線においては、比較的若い橋梁においても損傷が確認

されていることから、適宜補修をしています。 

 

＜主な箇所＞ 

国道３５７号 荒川
あらかわ

河口
か こ う

橋
きょう

 

橋 長：840ｍ 

橋 梁 形 式：鋼床版鈑桁橋 

交 通 量：4.4 万台/日 

大型車混入率：36％ 

架 設 竣 工 年：1996 年 

 

当該橋梁は架設後 28 年と比較的若いが、臨海 

部の開発により急増した重交通に伴う繰り返しの 

荷重により、床版等に亀裂が発生したため、あて 

板や耐久性の高い特殊な舗装(SFRC 舗装:鋼繊維補 

強コンクリート)による補修を行い、安全な交通を 

確保し長寿命化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理（長寿命化対策） 

 

東京国道事務所 

相武国道事務所 

アスファルト

鋼床版

あて板

■現在

■補修後

鋼床版の亀裂

舗装のひびわれ
轍ぼれ

アスファルト

鋼床版

ＳＦＲＣ

荒川河口橋のあて板設置状況 鋼床版の補修イメージ 
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首都直下地震等に備え、大規模地震等の発生時における交通機能やライフラインの確保

を図るため、下記の事業を実施しています。 

 

①橋梁の耐震補強 

 重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を確保するために、橋梁の橋脚の補強及び

落橋防止装置の設置等の耐震対策を実施します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

②国道３５７号共同溝の液状化対策 

地震時におけるライフラインの安全性・連続性の確保のため、東京臨海部の埋め立て

地内にある国道３５７号のうち、液状化対策の必要性が確認された共同溝において、液

状化の対策を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災対策への取り組み 

 

東京国道事務所 

相武国道事務所 

落橋防止装置 コンクリート巻立による橋脚補強 
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○首都直下地震を想定した防災訓練の実施 

①道路啓開実働訓練 

災害時における緊急車両の通行ルート確保のため、関係機関と連携し、道路啓開実働

訓練を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②バイク隊、クロスバイク隊訓練 

地震時における渋滞や道路損傷などの要因により、車両による道路パトロールを実施

できない場合を想定し、バイク隊、クロスバイク隊によるパトロール訓練を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車両移動用ジャッキによる訓練 

（災害協定会社） 

車両からの救出救助訓練（警視庁） 

フォークリフトによる車両移動訓練 三輪トライクによる被災状況伝達訓練 

バイク隊訓練 クロスバイク隊 
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TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）は大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれ

がある場合において、地方公共団体等からの要請に基づき迅速に出動し、被災状況の迅速

な把握、被害の発生・拡大の防止、被災地の早期復旧その他災害応急対策に対する技術的

な支援を行うものです。 

 

① 主な活動内容 

・被災状況の迅速な把握 

  河川、道路、港湾、空港等に関する被害状況の把握 

 ・被害の発生及び拡大防止 

  土砂災害等を防止する応急対策の支援、建築物応急危険度判定 

 ・被災地の早期復旧 

  早期復旧のための技術的助言、緊急物資輸送調整の支援 

 

② ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥの活動（令和６年能登半島地震） 

 東京都内の国道事務所からも３４人の派遣を実施しております。 

 

 

 

 

大 規 模 自 然 災 害 が 発 生 し た 際 に 、 被 災 地 に 迅 速 に 駆 け つ け 支 援 を 行 う 国 土

交 通 省 の 部 隊 で す 。  被 災 状 況 の 迅 速 な 把 握 、 被 害 の 拡 大 や 二 次 災 害 の 防

止 、 被 災 地 の 早 期 復 旧 等 に 対 す る 技 術 的 な 支 援 を 行 い ま す 。  

 

ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）による被災地支援 

 

 

出発式 

活動状況（志賀町） 自治体に報告の様子（能登町） 

活動状況（輪島市） 


